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第 5 章は第 2 編の小括であり，最後に本論文の総括を行なっている。
論文の審査結果の要旨
疲労現象を材料の一般的挙動として説明するためには，微祝的研究と巨視研究とがそれぞれ単独に
進められている現在，両者を結び、つけるヰl間的傾域の研究が強く要請されている。申請者はこの意図
に基づき，多結晶体からなる金属材料の疲労変形機構の基礎的研究として，申請者の得た繰返し曲げ
応力を受けた高純度鉄について，細束X線，光学顕微鏡を用いて結晶粒の方位依存性，不均一変形，
疲労き裂の発生と伝播に関しての実験結果は疲労破壊機構の解明に貴重な成果をおさめ，問題解決の
端緒を指示するものであるo
したがって本論文は，工学上，工業上貢献するところが大きいので，博士論文として価値あるもの
と認める o
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